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おうみの くに よごのう み こすい ちか さび むら 

むかし 近 江 国の 余 呉 湖と いう 湖水に 近い 寂しい 村に、 

伊香 刀 美と いうり ようしが 住んで おりました。 

は はる あさ いかと み 

ある 晴れた 春の 朝でした。 伊香 刀 美 はいつ ものよう 

したく こすい ほう お 

にり ようの 支度 をして、 湖水の 方へ 下りて 行こうと し 

とちゅう いま 

ました。 その 途中、 山の 上に さしかかり ますと、 今 ま 

は あ あか あおぞら くも 

でから リと 晴れ上が つ て 明るかった 青空が、 ふと 曇つ 

うす くも 

て、 そこらが 薄 ぼんやりして きました。 「おや、 雲が 出 

おも み 

たの かご と 思って、 あおむいて 見ます と、 ちょうど 

いかと み あたま そら くも 

伊香 刀 美の 頭 の 上の空に、 白い 雲の ような ものが ぼつ 



おとめ よ なん 

少女た ち は 世の中に 何にも こわい ことのな いような、 

つみ ようす はだ みず 

罪のない 様子で、 きれいな 肌 を 水の 中に ひたして いま 

した。 伊香 刀 美 は 「ぁッ ご といった なり、 見とれて そ 

t こ かお 

こに 立って いました。 すると どこから ともなく いい 香 

はな さき なが しず 

リが、 すうす うと 鼻の 先へ 流れて きました。 そして 静 

まつかぜ おと うす きぬ あ 

かな 松風の 音に まじ つ て、 さらさらと 薄い 絹の すれ 合 

おと みみ き 

うような 音が、 耳の はたで 聞こえました。 

き つ いかと み ふ かえ 

気が付いて 伊香 刀 美が 振り返つ てみ ますと、 すぐう 

まつ えだ み 

しろの 松の木の 枝に、 つい ぞ見 たこと もない ような、 

うつく ま しろ きもの か いかと み 

美しい 真っ白な 着物が 掛けて ありました。 伊香 刀 美 

はふし ぎに 思って、 そばへ 寄って みます と、 美しい 



きもの まい とリ つばさ 

着物 は みんなで 八 枚あって、 それ は 鳥の 翼 を ひろげ 

なが きもの 

たようで も あり、 長い 着物の すそ を ひいた ようで も あ 

かぜ ふ おと た 

りました。 それが かすかな 風に 吹かれて は、 音を立て 

たり、 香り を 送ったり している のです。 

いかと み きもの 

伊香 刀 美 は その 着物が ほしくな りました。 

「これ はめず らしい もの だ。 きっと さっきの 白い 鳥た 

ちがぬ いで 行った ものに 違いない。 すると あの 八 人の 

おとめ てんにょ むかし あま はごろも 

少女た ち は 天女で、 これ こそ 昔から いう 天の羽衣と 

いう ものに 違いない ご 

ひとごと はごろも まいと 

こう 独り言 を つぶやきながら、 そっと 羽衣 を 一 枚 取 

お も.？ 'え たから おも 

リ 下ろして、 うちへ 持って 帰って、 宝に しょうと 思い 



みず い おとめ 

ました。 でも 水の 中に 居る 少女た ちが どうす るか、 

ようす みと ど おも はごろも 

様子 を 見届けて 行きたい と 思って、 羽衣 を そっと かか 

えた まま、 木の 陰に かくれて 見て いました。 

にん おとめ みず 

八 人の 少女た ち はや やしば らく 水の 中で、 のびのび 

きも およ かたち 

とさ も 気持ちよ さそう に、 おさかな のように 泳ぐ 形 

ことり ま かたち よねん 

をした リ、 小鳥の ように 舞う 形 をしたり して、 余念な 

あそ た わむ ひと リ あ ふた リ あ 

く 遊び 戯れて いました が、 やがて 一 人 上がり、 二人 上 

まつ く はごろもと 

がリ、 松の木の 下まで 来る と、 てんでん に 羽衣 を 取り 

お からだ ひと リ ひとり 

下ろして は、 体に まといました。 そして 一人一人、 ぱ 

はごろも ま あ 

あっと 羽衣 を ひろげて は、 舞い上がって いきました。 

にん おとめ はくちょう 

とうとう 七 人まで、 少女た ち は みんな 白 It になつ 



だ き 

出して 来て、 

「あなたの 羽衣 は ここにあります よご 

と い いました。 

こえ おとめ 

だしぬけに 声をかけられて、 少女 はび つくりし まし 

た。 それから 人^の 姿 を 見る と、 二度び つくりして、 

あわてて 駆け出そうと しました。 しかし ふと 伊香 刀 美 

こ はごろもみ きゅうい かえ 

の 小 わきに かかえて いる 羽衣 を 見る と、 急に 生き返つ 

たような 笑顔に な つ て、 

「まあ、 うれしい。 よく 返して 下さいました。 ありが 

とうご ざいます ご 

だ はごろも と 

といいながら、 手 を 出して 羽衣 をう け 取ろうと しま 



おとめ いかと み 

出かけました。 少女 は 伊香 刀 美のお かあさんと いろい 

はなし 

ろ 話 をして いるつ いでに、 ふとお かあさんが、 

まえ き ねん 

「まあ、 お前が ここへ 来な すつ てからもう 三年になる 

つきひ はや 

よ。 月日の たつの は 早い ものだね ご 

おとめ いき 

といい ました。 少女 は そっとた め 息をつきながら、 

はよ 

「ほんとうに 早う ございます こと。」 

と い いました。 

まえ いま てん かえ 

「お前、 今でも 天へ 帰りたい だろう ね ご 

「ええ、 それ は はじめの うち はずい ぶん 帰りとう.》 J ざ 

いま にんげん く な せかい 

いました が、 今では 人間の 暮らしに 慣れて、 この 世界 

が 好きに なりました ご 



おとめ かがや み 

と 少女 は 目 を 輝 かしながら 見て いました が、 

「でも、 もし どこかい たんで いやしな いかしら ご 

はこ はごろも と 

というな り、 箱の 中の 羽衣 を 手に 取りました。 そし 

てお かあさんが 「おやご と 止める ひま もない うちに、 

はごろも き まあ 

手ば やく 羽衣 を 着る と、 そのまます うつと 上へ 舞い 上 

がりました。 

「 ま あ. 岁 れ ^ ォ 」 

と、 おかあさん は 両手 を ひろげて つかまえ ようとし 

ま おとめ すがた たか たか そら 

ました。 その 間に 少女の 姿 は、 もう 高く 高く 空の 上 

へ 上がって いって、 やがて 見え なくなりました。 

かえ き いかと み 

帰って来て 伊香 刀 美 は どんなにが つかりした でしよ 
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